
大腸の酪酸菌が増える

フラクトオリゴ糖などの食物繊維をたくさん食べる

大腸で酪酸が造られる

酪酸菌は大腸で吸収され
大腸のエネルギー源となる

大腸が良く動く（蠕動運動）
栄養吸収が良くなる

便は硬くなり
便通が良くなる

活性型制御性T細胞が増える

全身の炎症が抑えられる

アレルギー改善
自己免疫疾患の症状改善
脳の炎症性疾患の改善
うつ病、自律神経失調症、パニック障害、
慢性疲労症候群、新型コロナ後遺症、
化学物質過敏症など改善

血管の炎症の抑制
脳梗塞の予防、心筋梗塞などの予防
血流の改善による認知症の予防など

組織の修復力が上がる

骨密度上昇
傷が速く治る
イボなどが消える

活性型キラーT細胞が増える

ウイルス感染の抑制
風邪、インフルエンザ、
新型コロナウイルス感染症、
口内炎、口唇ヘルペス、帯状疱疹、
他さまざまなウイルス感染の抑制

がん細胞の破壊作用が強くなる

注）論文で公表された事実と小柳津がオリゴ糖利用者から聞き取りで確認した事実を中心に記述
（脳梗塞、心筋梗塞、認知症の予防は確認する方法がないので、可能性を指摘しました）

フラクトオリゴ糖の作用



フラクトオリゴ糖摂取

大腸で酪酸が増える

酪酸が大腸で吸収され
ｴﾈﾙｷﾞｰ源となる

便通がよくなる

フラクトオリゴ糖の作用①



フラクトオリゴ糖摂取

大腸で酪酸が増える

制御性T細胞が増える

炎症を抑える
アレルギーの改善
脳の炎症性疾患の改善

（うつ病、慢性疲労症候群、
睡眠障害、コロナ後遺症
などの改善）

フラクトオリゴ糖の作用②



フラクトオリゴ糖摂取

大腸で酪酸が増える

キラーT細胞が増える

I.がん細胞の破壊作用強化

II.ウイルス感染の抑制
風邪、ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症
口唇ﾍﾙﾍﾟｽ、帯状疱疹
など様々なｳｲﾙｽ感染抑制

フラクトオリゴ糖の作用③



フラクトオリゴ糖摂取

大腸で酪酸が増える

制御性T細胞が増える

フラクトオリゴ糖の作用④

組織を修復する
骨密度の上昇



フラクトオリゴ糖の作用を長寿遺伝子（サーチュイン）の活性化から見た全体像

フラクトオリゴ糖摂取

大腸で酪酸が増える

視床下部からの指令により全身の
長寿遺伝子サーチュインの活性化

体温0.5～1.0℃上昇
動脈硬化血管の修復
脳機能の増強（記憶力、集中力など）
その他のあらゆる臓器の若返り

指令の伝わるメカニズムは不明



フラクトオリゴ糖摂取により起こる問題点①： 下痢

大腸で下痢・腹痛を起こす細菌が増えることが原因です。
下痢は母親が母乳で新生児を守る仕組みを利用して治します。
ガラクトオリゴ糖を１～３カ月間摂取すると治ります。

糞
便
１
ｇ
中
の
菌
数

出
生
日

離乳期 成年期 老年期

1000億

100億

1億

10万

1万

大腸菌群

ビフィズス菌

酪酸菌

母乳に含まれるミル
クオリゴ糖類がビ
フィズス菌を増やす

フラクトオリゴ糖など
が酪酸菌を増やす

離乳後は酪酸菌が体を守る

糞
便
１
ｇ
中
の
菌
数

出
生
日

離乳期 成年期 老年期

1000億

100億

1億

100万

1万

大腸菌などが増える
ビフィズス菌

酪酸菌
抗生物質を摂ると酪酸菌と
ビフィズス菌が死滅する

この状態が続くと

花粉症・喘息・ｱﾄﾋﾟｰ
性皮膚炎・食物ｱﾚﾙｷﾞｰ
などの各種ｱﾚﾙｷﾞｰ

関節ﾘｳﾏﾁ・潰瘍性大腸炎
などの自己免疫疾患

便秘と下痢
うつ病などの精神疾患
自律神経失調症
睡眠障害、発達障害
など体内の炎症が原因
となる疾患が発症する



フラクトオリゴ糖摂取により起こる問題点①： 便秘の悪化

便秘の悪化は刺激性下剤の副作用で起こります。
刺激性下剤（センナ、大黄、センノシドなどを含む便秘薬、
お茶（すっきり茶など）など）の服用を止めるように伝える。

フラクトオリゴ糖摂取により起こる問題点①： 眠れない

熟睡できない症状は睡眠導入剤の副作用で起こります。
睡眠導入剤（デパス、レンドルミンなどのベンゾジアゼピン系）
の服用を止めるように伝える。
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